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筆者らは1975年2月9日から2月31日までインドネシア,シンガポールおよびマレイシアにおける木材利

用の実態調査のため出張を命ぜられた｡本文はその報告書である｡

1.インドネシアにおける木材の需給状況

FAOインドネシア森林部資料その他によると1973年の同国の木材需給の主体を占める丸太および製材の

内訳は次のようである｡

総生産量 輸 出 国内加工 国内消費

丸 太 2,260 1,820 640

製 材 640 20 620

(単位 万m3,丸太換算,薪炭材を除く)

これでみるとインドネシアの内需用木材消費量は意外に少ない｡これにはいろいろ理由があると思われる

が,その1つは建築用材の占める割合が,木造住宅の多いアメリカ,カナダあるいは日本とちがって非常に

少ないためであろう｡

御承知の如くインドネシアでは白蟻の活動がはげしいことや,煉瓦が安くてしかも地震がないので特別の

耐震構造を必要としないため, 一般住宅の基幹材料は煉瓦やコンクリートで,純木構造は割合少ない｡ し

たがって一般住宅の構造部に木材が用いられるのは,せいぜい床桁,床板,廊下の柱,軒桁あるいは階段な

どに限られ,保温を必要としないことから内装にも木材あるいは木質材料の使用が少ない｡比較的程度の

よい住宅では上述の構造部はもちろん,窓枠,窓, ドアなどにも teakがふんだんに使用されているが,

中級以下の住宅では構造部材には keruingや kapurが多く, 純木構造住宅では これに非構造部材として

meranti類が加わってくるようである (写真1-2参照)｡

高級家具に使用される樹種は圧倒的に teakであるが,それでも最近は keruingその他の利用が まして

いるようである｡ `

また,われわれが今回現地の研究機関や関係筋などからヒアリングによって推定した結果では,前掲の国

内加工向けの60-70%が合板,ボ-ド類,建築土木用製材として中近東,欧州,アメゾヵあるいは日本に輸

出されており,また輸出丸太1820万m3中の1124万m3が日本へ輸出されている｡

*木質材料部門 (DivisionofCompositeWood)

E3
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写真1 筆者らが滞在していたボゴール植物園内のゲストノ､ウ

スの廊下｡窓枠,悲, ドア枠, ドア,軒桁,柱はすべ

てペンキ塗りだが,チーク材であるという｡木造,罪

木造をとわず高級住宅では Intsia(merbau)の roof

shingleがよく使われる｡

写真2 ジャカルタ市内の木造住宅｡中の下級という0
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第1表 Iodonesiaで蓄積の多い有用樹種

学 名

*Agaihisspp.
AIsioniaspp.

Anisopieraspp.

Cdnarinmspp.
Diosbyrosspp.

港DibterocarPusspp.
港Dryobalanopsspp.
Duabangamoluccana

Dyeracostulata

Eugeniaspp.

Eusideroxylonzu･ageri

*Gonysiylusspp.

Habeaspp.

イ ン ドネ シ ア名

Agathis
Pulai

Mersawa

Kenari

Ebony

Keruing

Kapur
Mas

Jeltong
Salam

Ulin

Ramin

Merawan

学 名

*/nisiaspp.
Madhucaspp.

Palaquiumspp.
TX･Pinusmerkusii

aPomeiiaspp.

*RhizophordSPp.
Saniiriaspp.

*Shoredspp.
Anthoshorea

Richeiia

Rubroshorea

*Tecionagrandis
Vaticaspp.

イ ン ドネ シア名

Merbau

Palapl

Nyatoh

Tusan,Merkusii
Matoa

Opejo

Kedondong

Whitemeranti

Yellowmeranti

Redmeranti

Jati,Teak
Resak

2.インドネシアQを用職種
インドネシアで蓄積の多い,用材としての有村樹種については,すでに各種の調査報告があるが,これら

の資料や同国林産試験場のMr.Idingの話などから約20種ぐらいをピックアップすると,お馴染のagathis,

kapur,keruing,merantiおよび raplinをはじめとして第1表のようになる｡

しかし,同国の林業手帳AlmanakKehutananl)ではcommercialwoodとして77樹種を,またIding氏2)

は66樹種を選定しているから,それらの中に含まれている樹種も相当蓄積が多いと考えられる｡

表中の*を付したものは,今回われわれが現地の工場や研究機関などで調査した,現在インドネシアで主

に合板,ボード類あるいは建築用材に利用されている樹種であるが,この外 Craioxylonspp･(gerunggng)

を合板に,HevcabrdSiliensis(pararubber)の老令木を/く-ティクルボードやパルプの原料チップに,ま

た AgaLhisspp.,PterocdrPusindicus(sonokembang),casuarinaspp･(ru),Intsiaspp･(merbau)らの

低級材やマソグローブ樹の Rhizobhoraspp.(opejo)などほパルプチップとして日本あたりに輸出している

ようである｡

木材の宝庫といわれるカリマンタン,サバ,サラワクの森林も meranti,keruing,kapurあるいはramin

などの優良大径木のみを対象に伐出していてはペイしなくなり,現在開発が急速に進んでいる地域でも,あ

る程度雑木で補なわねばならぬ場合が多いようであるし,また東南アジアの広大な伐採跡地の更新の立場か

らも,有用未利用樹種の調盈 低級材の利用開発研究が焦眉の問題となっている｡末尾の付表中には各種の調

査報告や現地でのヒヤリソグに基いて取纏めたこれらのいわゆる有用未利用樹もあわせてリストアップした｡

3.マレーシアにおける木材の需給状況

マレーシア全般の需給状態については新しい資料が手元にないため,マライ半島だけについてみると,

1972年? 半島は自国の木材産業を保護するため

Anihoshoreaspp.(whitemer/anti)

Richetiaィspp.(yellowmeranti)

Rubroshoreaspp.(redmeranti)

AnisoPterspp.(mersawa)

Gonystylusspp.(melawis,ramin)

Hopeaspp.(merawan,selangan)

Heriiieraspp.(mengkulang)
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Cyatoxylonarborescens(geronggang)

など約10種額の合板適木優良丸太の輸出を禁止したoその結果1973年度の丸太需給状況は

総生産量 輸 出 国内加工

900 65 830万m 3

となり国内加工向けのうち製材の約50%が国内消費となっている｡前掲の輸出禁止二丸太は国内で合板類に加

工して,欧州,中近東諸国,アメリカなどに輸出されているが, この外 Keruingはコンテナ床板,枕木,

トラックボディ,kempasは土台,枕木,sepetirは電柱,家具構造材,jeltongは鉛筆,下駄用材として大

部分が輸出され,一部が国内消費にむけられている (写其 3,4参照)｡

半島部の一般住宅における木材の利用状態はほぼイソドネシアのそれに準ずるとみて差支えないようであ

写真3 欧州向け keruingの枕木 (クアラルソプール附近の製材工場にて)

写真4 アメリカ,カナダ向けブドウ棚用支柱｡keruing｡ ポリデソ防

腐処理 (同上)
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写真5 新築中の木造住宅,床桁,外羽目は防腐処理?
(クアラルンプール)

写真6 クアラルンプール市内の木造住宅｡高床式が目立つ｡

る｡すなわち桁,柱,階段などの構造部では balauが teakにとって代るほかは主として keruing,kapur,

resakなどが用いられ,非構造部や建具類には meranti類,merawan,durianなどが用いられているよう

である (写真5,6)0

家具用材についてはとくに調査をしていないが,kempas,redmeranti,merawan,sepetir,machang,

yellow meranti,geronggang,bintangorなどが用いられ,とくにマライ家具として世界的に有名な樹種は

Diospyrospolyalthiodes(buey),Melanorrhoeaspp.(rengas),PierocarPusindicus(angsana),Sindora

spp.(sepetir)などである｡

4.マレーシアの有用樹種

マレーシアで蓄積の多い有用樹種を各種の調査資料やKepongのマレーシア林業試験場の Director,Mr.
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Hajilsmailの話などに基いてまとめてみると,サ/ミの meranti,keruing,kapur,サラワクの ramin,

jongkong,jeltong,sepetir,マレイ半島の meranti,keruing,kempasをはじめとして第2表のようになる｡

｢TheMalayanGradingRulesforSawnHardwoodTimber,19689｣にはマレーシアの主要樹種53種

が指定されているが,これらは単に製材のみでなく,広く木材工業一般の重要樹種と考えてよい｡また同国

林業試験場の P.K.BalanMenon氏は importantcommercialtimberとして広葉樹46種をあげているか

ら8-, これらも相当蓄積の多い樹種と考えられる｡第2表中*を付したものは,今回筆者らがクアラルソプ

-ル,ジョホ-ル/ミ-ル附近の合板,製材工場などで調査した,現在マレイ半島で主に利用されている樹種

であるが,この外

Cratoxylonspp.(geronggang)

Tetrameristaglabra(punah)

などが合板フェイスに

Duriospp.(durian)

Endospermummalaccense(sesendok)

Heriiieraspp.(mengkulang)

Mangiferaspp.(machang)

Scaphium SpP.(kemdangsemankok)

が合板コアや一般製材に使用されている｡

マレイ半島の木材資源は専門家の間では,あと10-15年だろう,いやもう少し長持ちするだろうなどと評

第2表 Malaysiaで蓄積の多い有用樹種

学 名

Agaihisspp.

(A.alba)

*Anisopieraspp.
☆Balanocarpusheimii

Calophyllumspp.

Campnospermaspp.

Cdnariumspp.
Casuarinasumatrana

Combreiocarl)us
roiundaius

昔Cotylelobiumspp.

Dacrydiumspp.

Dactylocladus

sienostachys

DillenidSPP.

*DiPterocarPusspp.
*Dryobalanopsspp.
(D.aromatica)

*Dyeraspp.
Eusideroxylonzu･ageri

*Gonysiylusspp.
*Hopedspp.
Znisiaspp.

(I.balembanica)

マ レ - シ ア 名

Agathis

(Damarminyak)
Mersawa

Chengal

Bintangor

Terentang

Kedondong

Ruronang
Keruntum

Resak

Dacridium,Ekur

Jongkong

Simpoh

Kerulng

Kapur

Jeltong
Belian

Ramin

Merawan

Merbau

学 名

KoompassiaexLelsa

港Koompassiamalaccensis

Liiseaspp.
Octomelessumatrana

Palaquiumspp.

Pseudosindorapalustris

Rhizophoraceae

Rhizophoramucronaia
/y aPiculaia

マ レ ー シ ア 名

Menggeris,Tualang

Kempas

Medang

Binuang

Nyatoh

Sepetierpaya

Bakau

Bankite

Ceriopstagal ;Tengar

*Sindoraspp.
昔Shoreaspp.
S.airinervosa

S.foxu･orthyi

S.glauca
S.laevis

S.maxuJelliana

S.sienoPiera
S.albida

Anihosherea

Rubrosherea

*Vaiicaspp.
Whiieodendron

moultanianum

Sepetir

Balau(Selanganbatu)

// ( // )

/y ( /y )

ク し ク )

// ( // )

Engkabang

Alan,Sengawan
WhiteMeranti

RedMeranti,Seraya
Resak

Kawi
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価されているくらいで,インドネシア同様サラワク,サバの森林開発と平行して,有用未利用樹種の調査,

低紙材の利用開発研究に力がそそがれており,林業試験場長 Ismail氏はテレンガンの中部東海岸湿地帯に

多い CambnosPermaspp.,Dilleniaspp.の低級材のファイバボ-ド,パーティクルボード原料としての利

用開発を期待しているようである｡末尾の付表中には,インドネシアの場合と同様に,いわゆる有用未利用

樹種もあわせてリストアップした｡各樹種の物理的,強度的性質については主として文献8の No.34(The

StrengthPropertiesofSomeMalaysianTimbers)と文献10を参考にしたが,一部は当研究室で測定した

ものである｡これらの値から各樹種の用途がほぼ推察されると思うが,参考のため主な用途と樹幹特長をつ

け加えた｡樹形は木材利用上とかく見逃がされがちであるが,樹幹が完満であるか否か,その断面が円形に

近いか不規則であるか,樹高に対応する枝下高ほどの程度か,また板根があるかないか,あるとすればその

種類はどうか,いわゆる Steepplankかあるいは単なる spreadingbuttressかなどの諸条件は,木材利田

上留意すべき大きな因子である｡写真7-43はその中の主な樹種で,インドネシアのボゴール植物園,同チ

ボダス分園,シンガポール植物園,マレーシア林業試験場などで写したもので,その樹形には林地内のそれ

と若干相異するものがあるかもしれないが,ほぼ各樹種の特長をつかむことができ,附表の備考とあわせて

御参考になる点があれば幸である｡

5.シンガポールの木材工業

シンガポールには生産林がないため,原料はすべて外国からの輸入にたより,しかも製品の内需が少ない

ため,その大半を輸出しなければならない｡前述の如く最近マライ本島からの合板適木の輸入が禁止された

結果,合板フェイス用優良材はスマトラ,カリマンタン,サラワク等にあおぎ,半島からはフェイス用単板

の1部とコア用丸太 (mixlog)を輸入している｡筆者らの調査によると合板フェイス用には

AnisoPleraspp.(mersawa)

Anihoshoreaspp.(whitemeranti)

DipierocarPusspp.(keruing)

などを,コアには

AIstoniaspp.(pulai)

Canariumspp.(kedondong)

Dacryodesspp.(kedondong)

Dilleuiaspp.(simpoh)

Ganuaspp.(nyatoh)

Mangiferaspp.(machang)
Palaquiumspp.(nyatoh)

Pentacespp.(melunak)

Scaphiumspp.(sembangsemankok)

Sindoraspp.(sepetir)

などを用い,これらの樹種の1部は輸出用製材にもむけられている｡

6.有用未利用樹

インドネシア,マレーシア地域の森林資源,とくに今後用材として利用可能ないわゆる有用未利用樹につ

いては,各国共各種の調査団によって調査を進めている｡附表はこれらの報告書や関連研究機関の文献ある

いは筆者らが現地で直接ヒアリングした結果を総合してまとめた,未利用を含む有用樹種の表である｡一般

に未利用樹といわれているものでも,これらがすべて今まで全く利用されていなかった訳ではなく,すでに

数年前から工業的規模で利用されていたが,量的に少なかったものや調査当時との時間的なずれその他の理

由で未利用材に含まれているものも少くない｡たとえば日本では AIsionia,Calophyllum,Daciylocladus,
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Dyeya,Palaquium,Pometia,Sindorなどの属の木が主に家具用材に,また Artocarbus,Cam♪nosPerma,

Duabangamoluccana,Dyeracostulata,Eugenia,Mangifeya,Ociomelessumatrana,Shoredalbida･

Terminaliaなどの類が合板用材としてかなり以前から利用されており, インドネシア,マレ-シ7,シソ

ガポ-ルでもいわゆる未利用とされている材がすでに工業的規模で利用されていることはさきに説明した通

りである｡

7.インドネシアおよびマレーシアの森林

森林資源は常に木材の利用と環境保全という相反する問題を同時に考えて対処してゆかねばならぬむつか

しさをもっている｡とくに東南アジア諸国にとって,何といっても木材資源は重要な国家収入源の1つであ

り,最近は資源ナショナリゼイショソの立場から,自国木材産業を発展させて加工材の輸出拡大をはかり,

丸太輸出の枠を押えようとする傾向にあるが,その反面森林の開発,木材工業発展のための経済援助や技術

指導を日本をはじめとする各国に期待せざるをえないという矛盾をかかえている｡このような情況の中でい

ままで述べたような木材工業の実態に対応する森林事情は一体どうなっているのであろうか ? この間題は

筆者らの専門外であるが,現地その他関係筋の話によると meranti,keruing,kapur,あるいは raminな

どの優良材を対象にした場合の伐採量の平均ペイラインは60-70m3/haで, このラインに達する地域は現

在フィリピン群島と東カリマンタンの一部にすぎず,その他の地域ではこのラインを守るために雑木をもっ

て補なわざるをえないようである｡したがって各国とも有用未利用材の調査,低級材の利用開発が焦眉の問

題となっている｡今 1つ,われわれが日本でよく聞かされる話に伐採跡地の問題がある｡各方面の林学,柿

業専門家の調査,報告によると,サバ,サラワク,カリマンタンなど現在開発が急速に進んでいる地域の伐

採跡地はひどく荒廃して,このままでは無価値な雑木林または原野化してしまうという悲観的な見方と,そ

んなひどいことはないという楽観的な意見とがある｡おそらくどちらの意見も部分的にはそれぞれ正しいの

であろうが,いずれにしてもそのままで手を加えなければ,伐採した優良母樹の天然更新は期待できないと

いう点では意見が一致しているようである｡しかしながら,伐採跡地にどのような稚樹がどのような形であ

らわれるかといった基礎的な調査資料は,その必要性が痛感されながら,現在ほとんどないというのが実態

のようである｡まずこの辺の調査研究を進めて,東南アジア地域の森林伐採跡地に利用価値の高い後続生産

林が育成されるための基礎資料が作られることが必要であろう｡このことは当然東南アジア諸国および日本

の今後の木材工業のあり方にも密接に関係し,このためにも有用未利用樹種の生態と材質に関する調査研究

をもっと押進めることが必要であろう｡

おわりに

本調査にあたって,東南アジア研究センターの市村所長,所員の皆様,同センタージャカルタ連絡事務所

の野上博士,インドネシア生物学研究所長の Dr.SetijatiSastrapraja,三井物産(秩)木材部,同大阪支店,

日本ノボパン工業(秩),Mados･CitohI)aikenSDNリInternationalWoodProductsLtd.,SingaporeEidai

Corp.Ltd.,KoshiiMalaysiaSDNリWood&AlliedIndustriesHoldingSDN.の御世話になった｡とくに

三井物産(秩)ジャカルタ事務所,同シンガポール支店ならびにクアラルンプール出張所の方々には格別の御

協力をいただいた｡厚く御礼申上げます｡なお本報告書の作製に際して下記の著書,諸資料を参考にした｡

ここに記して感謝の意を表する｡

参 考 文 献

1)AlmanakKehutananIndonesia

2)IdingKartesujana&Abdurahim Martawijaya,CommercialWoodofIndonesia,(1973)

3)科学技術庁資源調査会,世界の森林資源問題と我が国の対応 (昭49.12)

4)日本木材輸入協会南洋材部会,日本-インドネシア木材貿易会議録 昭48.9(日本),昭和49.7

(ジャカルタ)

- 78-



満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

5)日本南洋材協議会資料

6)Foxworthy,F.W.,CommercialTimberTreesoftheMalayPeninsula(1927)

7)Wyatt-SmithB.AHPocketCheckListofTimberTrees(1964)

8)MalayanForestService,TradeLeafletNo.7,15(1970),28(1965),30,31(1970),34,35

(1974),36,37(1971),38,39

9)TheMalayanGradingRulesforSawnHardwoodTimber(1968)

10)南洋材の性質,林業試験場報告190(1966)～269(1974)

- 79-



木 材研 究資鉾卜第10号 (1976)

写真7 Agaihisspp. (ボゴ-ル)

写真9 Anthocephaluscadamba(ケボン)

写真8 AIsioniaspp. (ボゴ-ル)

--一一80-

写真10 Araucariaspp.

左端 A.bidwillii,胸高直径約1.5m (チボダス)



満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

写真ll AriocarPusodoratissimus(ボゴール) 写真12 Calophyllumspp. (ボゴール)

写真13 CamPnosPermaauriculaia(シソガポ-ル) 写 真 1 4 Casuarinaspp. (ボゴー ル )
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木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

写真15Dilleniaexcelsa中央の2本 (ボゴール) 写真16 Diosbyrosdiscolor(ボゴール)

写真17 DipterocarPusspp.(ボゴール) 写真lS DryobaldnOPsaromaiwa(左手前)
中央 Dipterocarpusdittoralis
右手前 Hobeamengarawan(ボゴール)

一一一82I--I



満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

写真19 Duriokutejensis(ボゴール) 写真20 Dyeracostulata 中央の大径木2本,い

づれも胸高直径約1.5m (ボゴール)

写真21 Eusideroxylonzwdgeri(ボゴール) 写真22 Fdgraedfragrans

胸高直径約1.6m (シンガポール)
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木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

写真23 Heveabrasiliensis(ボゴ-ル近憐)

写真25 Zntsiabijuga(ボゴ-ル)

写真24 Hobeaspp.

右 H･dryobalanoides 左 H.sangal(ボゴ-ル)

写真26 Koompassiaexcelsa(ボゴール)
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写真27 Koompasswmdlaccensis(ボゴール) 写真28 Mddhucaspp.傾斜木 (ボゴ-ル)

写真29 0chanostachbsamentacea(ボゴール) 写真30 Palaquiumobovaium (シソガポ-ル)
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木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

L写真3l Pinusmerkusii(ボゴール) 写真32 Polyalihidlateriflora中央 (ボゴール)

写真33 Pomeiiabinnata(シソガポ-ル) 写真34 Pterocarpusindicus(ボゴ-ル)
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写真35 Quercusspp. (ボゴ-ル) 写真36 Schimau:allicii(チボダス)

写真37 Scordocarpusborneensis(ボゴ-ル) 写真38 Shoreaspp.板根のあるもの (ボゴール)

- 87-



写真39 Sindorasumairana(ボゴ-ル) 写真40 Sterculiaspp.中央やや右 (ボゴ-ル)

写真4l Sirombosiazeylanica(ボゴール) 写真42 Tecionagrandis中央やや左の通直木

(ボゴール)
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写真43 Vaiicabaniamensis(ボゴール)
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木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

付 表 イ ン ドネ シ ア お よ び

L

1% 当 り ∴ _ ~

AcacialeucoPhloea

Acaciaspp.

Agathisspp.

AgathLSalba

Aglaiaspp.

Albizliafalcata

AIstoniaspp.

Amooraspp.

Amoorarubiginosa

Anisobieraspp.

Anthocephaluscadamba

Antiaristoxcaria

Araucariaspp.

Artocarl)usspp.

Balanocarpusheimii

Calophyllumspp.

Campnospermaauriculata

CamPnosPermamacroPhylla

Canariumspp.

Casuarinaspp.

Combretocarpusy

Coiylelobiumspp.

Craioxylonspp.

Damarmlnyak

Bajur

Jeunging

Pulai

Amoora

Mersawa

Jabon
KelampalJan

Talap

Terap

Keledang

Bintangor

TerentangTerentang

nlerah

Kayumachis
(Swk)

Pulai

Mersawa

Laran(Sab)
Kelempayan

lpoh(M,Br)

Mengilan

Terap

Keledang

Chengal

Bintangor

Terentangdaun

Kenari 弓Kedondong

Ru 】Ru

Perepat

Giam(Ⅰ)

Keruntulll
(M,Swk)

0.6-0.7

0.3-0.5

0.4 -0.45

0.7-0.8

0.63-0.7

0.4-0.50.4-0.5

0.4-0.6

0.7-0.85

⊆0･4~0･6≧

0.48
0.69

0.37

0.40

0.69

0.90

0.66

0 . 42

0.34 Eo.54

f0.45-0.55
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主な用途,耐久性

マ レ ー シ 7 の 有 用 樹 種

kg/cm2

ヤング
.__率∬
×103
110

83

114

縦圧縮kg/cm2 引 張 kg/cm2

5

5

3

2

1

7

5

4

3

126

81.4

3

2

6

5

7

1

1

1

1

121

105

200

160

72

343

577

283

309

3

3

5

9

1

3

5

6

3

518

357

768

560

229

92.010.28

……2: io'77

7

2

5

4

-
4

..[

l
m
E
ー.
7
ぎ

ー

9

1

8

7

4

- 91-

高級家具,室内造作

家具,建具,合板 ,
マッチ,低級材はパ
ルプ,耐久性(下)

家具,建具,キャビ
ネット

合板,家具,箱材,
マッチ,耐久性(下)

建築構造

合板,建築構造材,
床板,耐久性(上)

合板,マッチ,茶箱,
/i/レフ

室内造作

造作,家具,合板チ
ェスト

建築,家具,合板,
耐久性(中,下)

電柱,造船,耐久性
(上)

室内造作,家具,耐
久性(下)

マッチ,梱包,黒板,
合板,建築,耐久性
(下)
合板,建築,マッチ,
耐久性(下)

合板,耐久性(下)

家具,低級材はパル
プ

床板,枕木,トラック
ボディ,耐久性(下)

農機具,建築構造,
枕木,耐久性(上)

,梱包,家具,
一般,耐久性

備 考

樹幹通直完満,板根なし
樹高50m以上,枝下25-
30m,直径1.5m以上に
達する

有望造林木

樹幹通直,坂根やや大,
樹高50m,枝下25m,直
径2.4m

高比重種は中径級,樹幹
通直,坂根小

樹高33m,枝下17m,直
径1.5m

樹幹完満,板根中,樹高
60m以上,枝下40m,直
径1.5m

中径級,板根なし,樹高
40m,枝下20-23m,直
径0.9m

山地生の樹種は樹幹やや
湾曲,坂根小,樹高33m
枝下20m,直径1.0m

大径木,板根大

樹幹細く湾曲,不規則,
樹高33m,枝下は短かし
が樹幹利用率大,直径0
45m

樹幹湾曲,板根なし,檎
高20m,枝下10m,直径
1.0111



木 材 研 究 資 料 第ユ0号 (1976)

樹 木 学 名

さ;､

インドネシア

ll

Daciylocladussienosidchys Mentibu

Dilleniaspp･ isi-poh

Dilleniagrandifolia

Diospyrosspp.

DipiorocarPusspp.

Dryobalanopsoocarpa

Dryobalanopsspp.

Drobolanopsaromaiica

Duabangamoluccana

Duriospp.

Ebony

Kerulng

Mas

Durian

Endospermummalaccense

Eugeniaspp.

EusideroxylonZu･agerii

FagraeafrdgranS

Gluiaspp.

Glutdbancanus

Gonysiylusspp.

Gonysiylusbancanus

Heriiieraspp.

Heveabrasiliensis

Sesendok

Salalll

Ulinl

Rengas

Ramln,melawis

Mengkulang

Pararubber

Geronggang

Dacridium
Ekur

Jongkong
(Swk,Sab)

Simpoh

Kerulng

34

E

ー
_L
岳
W

65

0.6-0.990

7

0

0.56-0.84室

0.4

0.5-0.7

Duriandaun

Jeltong

2

3

6

4

0

0

Belian

Tembusu

Rengas

Ramin,Melawis

Mengkulang

Pararubber
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0.72-0.9

0.65-0.78

0.64

8

5

5

8

0

0

9

5

44 06

2

0

1

8

6

1

HH

7

日HF:

0

8

1

6

3

00

2

00

5

r:

1

9

5

1

0

日H

4

000

2

0

22

1

0

1

22

0

4

9

08

10

6

00

日H

0

0

9

0

9

6

9
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6

2
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満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

∴ ∴ __

縦圧縮短/cm2簡撃曲 引 張 kg/cm2 せ ん 断

(kg/cm2)

半径 】切 線

77

113 162 】 150

116 ㌦ ｡.｡J717778

ー 93-

主な用途,耐久性

室内造作,家具,合板家具

合板,室内造作

高比重は枕木,銃床,
耐久性(下)

彫刻,器物,家具

建築構造,枕木,梱
包用材,合板,パ レ
ット,耐久性(中,下)
合板,床板,家具,
耐久性(中)
合板,建築構造,衣
具,造船,

耐久性(中,下)

合板

合板,建築一般,耐
久性(下)

合板チェスト,マッ
チ,下駄,耐久性(下)

合板,建築構造材,
家具,枕木,耐久性
(中)

建築構造,屋根瓦,

枕木耐久性(中)

家具,耐久性(中)

建築,家具,建具,
耐久性(下)

合板,家具,室内造
作,建具,耐久性(下)

家具,低級材はボー
もド,パルプチッ7,

耐久性(下)

備 考

樹幹通直完満,stiltroot,
樹高33m,枝下13m,直
径1.0m

坂根なし,樹高25m,枝
下10-13m,直径0.8m

樹幹通直,板根小または
蘇,樹高50m,枝下30m,
直径1.5m

樹幹通直完満,板眼中～
小,樹高60m以上,枝下
高30m以上,直径3.0m

樹幹やや湾曲,板根小,
樹高40m ,枝下20-23m
直径1.2m

樹幹完満,板根なし,樹
高65m,枝下30m,直径
2.7m

中 径級, 樹種によりバラ
ツキが大 きいが直径1.5
mに達す るものあり

Flutedstem, 板眼中ま
たは無,樹高50m,枝下
23m,直径1.7m

樹幹湾曲,坂根大,樹高
40m,枝下20m,直径1.3

m



木 材 研 究 資 料 第10号 (1976)

樹 木 学 名

Hopedspp.

ZnisidSPP.

KoomPassiaexcelsa

Koompassiamalaccensis

Litseaspp.

LophoPetalumjavanicum

MacardngaSPP.

Madhucaspp.

Madhucauiilis

Mangiferaspp.

Mangiferaindica

Ochanostachysamentacea

Octomelessumairana

Palaquiumspp.

Pentaceiriptera

Pinusmerkusii

Polyalihiaspp.

Pomeiiaspp.

Pseudosindorapalusiris

PierocarPusindicus

Quercusspp.

Quercuslamponga

Rhizophoraceae

Ceriopstagal

Rhizophoraspp.

インドネシア 1マレーシア !気乾 比重

Merbau もMerbau

Menggeris

KempaS

Medang

Perupuk

Mahang

Palapi(Ⅰ)

Machang

Menggeris
Tualang

Kempas

Nyatoh
(M,Swk,Sab)

Bitis

Asalll

Petaling

Ny｡t｡h 圭BNiynauta.nhg

Melunak

Tusan,Merkusi

Banetan,
Wanitan

Matoa(Ⅰ)

Sepetirpaya

Sonokembang
Linggoa

Pasang

Banetan,
Wanitan

Kasai

Sepetirpaya

Angsana,Sena

Tengar

4407

5

3

6

0

0

】0,4-0.8

0.65-0.8

0.9-1.0

Bakau,Bankita】o･9-1･1
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満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

せ ん 断
(kg/cm:)

竺 し讐
93

引 張 kg/cm2

縦
半径 f切線

×103
152 470

155 670

159 622

189 670

75.5 322

120 1335

274; t≡≡≡

主な用途,耐久性

建築一般,階段,窓
枠,耐久性(中)

建築構造,屋根瓦,
枕木,梱包,r耐久性
(上)

家具構造,床板,耐
久性(中)

枕木,土台,建築構
追,耐久性(下)

建築一般,合板,衣
具,耐久性(下)
建築一般,合板,衣
具,耐久性(中)

備 考

;;:;111三94

三千‡_二十享

285

184

5

0

ーー
2

0

1

9

1

1

5

0

0

2

3

1

l

J
0

8

1

1

- 95-

建築構造,枕木,事柄

耐久性(上)

建築一般,合板,衣
具,耐久性(中)

合板,マッチ

家具,建築一般,令
板,耐久性(中)

合板,梱包,耐久性
(中)
マッチ,パルプ,鉛
筆,建築,梱包

建築一般,室内造作,
マッチ

建築構造,家具,建
具,耐久性(中)

建築構造,家具,高
比重は彫刻,楽器,
低級材はパルプ,耐
久性(下)

土木一般,低級材は
パルプ,耐久性(中)

樹幹通直,板根大ならず,
樹高40m,枝下20m,直
径1.0m

樹幹やや湾曲,板根大,
樹高50m,枝下20-25m,
直径2.0m

坂根大,樹高92m,直径
3.0mの記録あり

樹幹完備,坂根大,樹高
60m,枝下25-30m,直
径2.7m

中径級,樹高33m,枝下
20m,直径1.3m

樹幹通直だが,fluted
stem を生じやすい, 板
根なし,樹高33m,枝下
14m,直径0.97m

樹幹通直,板根大,樹高
40m,枝下20-25m,直
径1.3m

Pinuscaribaeaと共に有
望造林木

樹幹不規則,短大,板根
大,樹高33m,枝下16m,
直径1.6m

樹幹湾曲,樹高40m,枝
下17m,直径1.4m



木 材 研 究 資料 第10号 (1976)

樹 木 学 名

RhizophordCOnjagaia

SantirlaSPp.

Scaphiumspp.

Schimaa･allichii

ScordocarlInsborneensis

Shorea

Anthoshorea

Richeiia

Rubroshorea

S.albida

S.atrineroosd

S.glaucd

S.laevifolia

S.stenoptera

Sindoraspp.

Sindoracoriacea

Sonnerdiiaalba

Spondiusspp.

SterculidSPP.

Strombosiaspp.

S irombosiaJavanica

T arrieiiasimpliLifolia

Tectondgrandis

Teirameristaglabra

Parak,Nyatoh

Kembang
semankok

Whitenleranti

Yellow meranti

Redmeranti
Seraya

(Swk,Br)

60
Whitemeranti1
lll

Alan,Senggawan≧Redmeranti
′′~111'ヽヽ

.:'
芸

.5

B

ち

SelanganSelangan
Bangkirai

Sindur

Spondius

r
.h
H
e

p

eS

Perepat

Karl

Kamap,Dadeli

Teraling iMengkulang
】 (M,Swk)
1

Jati,Teak 1

Punah,Entuyut
(Swk)
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満久･石原 :木材利用の実態調査報告

縦圧縮kg/cm2庵撃曲
げ

強さlヤ基 グikg霊 2

引 張 kg/cm2

樵

半径 f切線

せ ん 断
(kg/cm')

竺 空
156
【
113

主な用途,耐久性 備 考

165

135

113

246

235

218

221

89

132

169

70

151

0.85

0.58

0.45

0.91

2

5

8

11

7

2

1

9

0

1

1

1
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家具構造,耐久性
(中)

合板

建築一般

建築構造,枕木,耐
久性(中)

建
足
木

＼し

/｣

築構造,階段,
場板,橋梁,枕
,耐久性(上,中)

家具構造,合板,耐
久性(下)

家具,室内造作,床
板,耐久性(中)

室内造作,合板,マ
ッチ

室内造作,梱包

耐久性(中)

室内造作,家具,令
板,耐久性(下)

家具,突板,建築一
般,彫刻,事柄,耐
久性(上)

合板,建築,窓枠,
ドア枠,耐久性(中)

警野 島欝 蓋葛 .% 1

一般に樹幹通直,板根小,
ただしS.leprosulaなど
ほ大きな steepbuttress
をもつ,樹高50m以上,
枝下30-35m,直径2.0
m以上

樹幹通直,板根なし, 構

高50m,枝下20-25m,
直径1.5m

樹幹通直,板根小,樹高
50m,枝下22-27m,直
径0.97m

樹幹通直完満,板取大,
樹高45m,枝下30m,直
径1.3m

樹幹ほぼ通直,板根小ま
たは無,樹高40m,枝下13
-16m,直径1.0-1.5m

:2334 ]74:.4
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享三言 壬〒三
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樹 木 学 名

Toonacelebica

Vaiicaspp.

VitexcoJ'assus

Whiteodendron
moultanianum

インドネシア マ レー シ ア 気乾 比重

0.8-0.95

:,::,l∴ =rI:.---::__ Nty∴∴ ･-一丁
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満久 ･石原 :木材利用の実態調査報告

縦圧縮kg/cm2 引 張 kg/cm2

樵

半径 J切線

せ ん 断
(kg/cm2)

主な用途,耐久性 備 考

建築一般,家具

農器具,建築構造,
枕木,運動具,耐久
性(上)

建築一般,家具,耐
久性(上)

室内造作,家具

樹幹通直,直径2.0m以上

樹幹不規則で湾曲,板根
なし,樹高20m,枝下7m,
直径0.6m
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